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（2019 年２月現在） 

                                 

 

 

 

 

 

                                  

                                      灯す屋の活動拠点 

                                

佐々木元康さんのとある一日 

 ８：30 春陽堂出勤 

ミーティング 

 9：00 事務作業等 

12：00 昼食 

13：00 町の人と打合せ等 

16：00 資料作成等 

18：00 帰宅 

 

 

 

12回生 佐々木元康さん（有田町在住） 

 

本当の豊かさを求めて 

－人をつなげる地域おこし

－ 

 

1993年 4月 弘学館中学校入学 

1999年 3月 弘学館高等学校卒業 

1999年 4月 大学入学 

2003年 3月 大学学部卒業 

2003年 4月  

2006年 9月  

2007年 12月  

1995 年 4月 弘学館中学校入学 

2001 年 3月 弘学館高等学校卒業 

2001 年 4月 早稲田大学理工学部入学 

2008 年 3 月 早稲田大学大学院理工学研究

科修士課程修了 

2008 年 4月 （株）大正製薬入社 

2015 年 9月 有田町地域おこし協力隊就任 

2018 年 8月 有田町地域おこし協力隊退任 

       NPO 法人灯す屋設立 

有田をどうする？ 

移住・定住どう増やす？ 

 現在、NPO法人灯す屋の代表理

事として、有田町を拠点に移住・

定住促進事業や空き家活用推進事

業等に携わっています。 

有田は歴史的に焼き物の町です

が、その技術を守るため、やや閉

鎖的な性格があります。しかし、

全国的な過疎化が進む中、有田で

も人口減少を食い止めるための移

住・定住促進事業が進められてお

り、私もそれに参画しています。 

現在、有田に陶芸を学びに来た

り、有田で新たに事業を起こした

い人たちを主なターゲットとし

て、移住を希望する人などが有田

で暮らしやすいように支援をした

り、情報発信をしたりしています。

今後は、企業誘致も積極的に行い、

有田町が持続性のある暮らしやす

いまちになるように様々な取り組

みをしていきたいと思います。 

経済的豊かさに重点を 

置かなくなった先には？ 

今の世の中、経済的豊かさこそ幸

せだと考えている人が多いですが、

私は有田に戻ってきて、町の人の優

しさや温かさにこそ幸せを感じま

した。そのため、私は人と人との繋

がりを大切にする地域振興を考え

ています。 

その一つが、空き家・空き店舗の

活用推進事業です。有田内山地区の

家々は店舗と住宅が一緒になって

いるものが多く、空き店舗となって

も他人に店舗を譲ることはあまり

ありません。そうした店舗が活用さ

れるモデルケースとなるように、私

は店舗オーナーと協力してろくろ

や窯を備えたアトリエ付きのシェ

アハウスを開業しました。陶芸を学

びに来た学生と町の人々との親睦

を深めてもらうことで、有田で暮ら

す人たちがもっと豊かになって欲

しいと願っています。 


